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(57)【要約】　      （修正有）【課題】硬膜外麻酔によ 
らずに出産時の痛みを軽減できる疼痛軽減方法を提供す 
る。
【解決手段】本発明に係る疼痛軽減方法は、内腔１４と 
注射針２７とを備え、内腔に蒸留水１５が予め充填され 
た医療器具１００の注射針２７を用いて分娩中の妊婦の 
腰部における皮内に穿刺箇所Ｐ１～Ｐ４を形成し、医療 
器具の内腔から穿刺箇所に滅菌された蒸留水を注入する 
ことによって子宮収縮により刺激される神経よりも伝導 
速度の速い神経に刺激を付与する。
【選択図】図３

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全9頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 腔 と 穿 刺 部 と を 備 え 、 前 記 内 腔 に 液 体 が 予 め 充 填 さ れ た 医 療 器 具 の 前 記 穿 刺 部 を 用 い て  
分 娩 中 の 妊 婦 の 腰 部 に お け る 皮 内 に 穿 刺 箇 所 を 形 成 し 、
前 記 内 腔 か ら 前 記 穿 刺 箇 所 に 前 記 液 体 を 注 入 す る こ と に よ っ て 、 子 宮 収 縮 に よ り 刺 激 さ れ  
る 神 経 よ り も 伝 導 速 度 の 速 い 神 経 に 刺 激 を 付 与 す る 疼 痛 軽 減 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 液 体 は 、 滅 菌 さ れ た 蒸 留 水 を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 疼 痛 軽 減 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 疼 痛 軽 減 方 法 に 用 い ら れ る 液 体 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 前 記 内 腔 に 前 記 液 体 が 予 め 充 填 さ れ た 医 療 器 具  
。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 内 腔 に 充 填 さ れ た 前 記 液 体 を 前 記 穿 刺 部 に 向 け て 押 出 す 押 し 子 と 、
前 記 内 腔 を 設 け た 外 筒 と 、 を さ ら に 備 え 、
前 記 押 し 子 は 、 前 記 外 筒 に 対 し て 前 記 液 体 を 押 出 す 移 動 量 を 段 階 的 に 規 制 す る 複 数 の 係 合  
部 を 備 え 、
前 記 外 筒 は 、 前 記 内 腔 を 設 け た 内 側 に 設 け ら れ 、 前 記 複 数 の 係 合 部 と 係 合 す る 被 係 合 部 を  
備 え る 請 求 項 ４ に 記 載 の 医 療 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 疼 痛 軽 減 方 法 、 液 体 及 び 医 療 器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
妊 婦 は 、 自 然 分 娩 に よ る 出 産 の 際 に 多 大 な る 痛 み を 経 験 す る こ と か ら 、 そ の 痛 み を 緩 和 す  
る 方 法 に つ い て 鋭 意 研 究 が な さ れ て い る 。 一 般 的 な 自 然 分 娩 に お い て は 、 分 娩 時 に 陣 痛 が  
始 ま る が 、 こ の 陣 痛 が 強 い 腰 痛 と し て 感 知 さ れ る こ と が 少 な く な い 。 こ の よ う な 腰 痛 は 、  
い わ ゆ る 一 般 的 な 腰 痛 と 異 な り 、 子 宮 が 収 縮 す る こ と に よ っ て 起 き る も の で あ る 。 こ の 腰  
痛 に よ っ て 妊 婦 は 起 立 困 難 に な る 場 合 も あ り 、 妊 婦 の 体 力 消 耗 の 大 き な 原 因 と な っ て い る  
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 分 娩 時 の 痛 み を 軽 減 す る 方 法 と し て 、 和 痛 方 法 で は ア ロ マ テ ラ ピ ー や マ ッ サ ー  
ジ が あ る も の の 、 そ の 効 果 は 曖 昧 で あ る 。 ま た 、 無 痛 分 娩 に は 陰 部 神 経 ブ ロ ッ ク や 硬 膜 外  
麻 酔 に よ る 局 所 麻 酔 又 は 静 脈 点 滴 に よ る 全 身 麻 酔 が あ り 、 一 般 的 に は 硬 膜 外 麻 酔 が 行 わ れ  
、 硬 膜 外 麻 酔 が 実 施 で き な い 場 合 に 静 脈 点 滴 が 実 施 さ れ る 。 硬 膜 外 麻 酔 に 関 す る 技 術 と し  
て 、 特 許 文 献 １ に は 硬 膜 外 麻 酔 を 行 う 際 に 重 炭 酸 塩 や 硝 酸 塩 、 又 は リ ン 酸 塩 等 を 含 む 組 成  
物 を 投 与 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ １ ７ － ５ ０ ８ ０ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
特 許 文 献 １ の よ う な 硬 膜 外 麻 酔 を 用 い る 方 法 の メ リ ッ ト は 、 除 痛 効 果 が 高 く 、 母 体 の 意 識  
も 明 瞭 で 、 麻 酔 薬 が 胎 児 に 影 響 す る こ と も な く 、 そ の ま ま 帝 王 切 開 を 行 え る 等 が 挙 げ ら れ  
る 。 た だ し 、 硬 膜 外 麻 酔 の デ メ リ ッ ト に は 麻 酔 中 毒 等 の 重 大 な 合 併 症 が 起 こ る 可 能 性 が あ  
る 。 そ の た め 、 硬 膜 外 麻 酔 を 実 施 す る 医 療 機 関 で は 経 験 豊 富 な 麻 酔 科 医 等 の 医 師 の 存 在 や  
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緊 急 時 に 対 応 で き る 施 設 体 制 等 が 必 要 と な る 。 し か し 、 わ が 国 に お い て 麻 酔 科 医 の 数 は 不  
足 し て お り 、 全 て の 妊 婦 に 対 し て 経 験 豊 富 な 麻 酔 科 医 が 必 ず し も 担 当 で き る と は 限 ら な い  
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 硬 膜 外 麻 酔 に よ ら ず に 出 産 時 の 腰 部 の 痛 み を 軽 減 で き る 疼 痛 軽 減 方 法 を  
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 は 、 内 腔 と 穿 刺 部 と を 備 え 、 前 記 内 腔 に 液  
体 が 予 め 充 填 さ れ た 医 療 器 具 の 前 記 穿 刺 部 を 用 い て 分 娩 中 の 妊 婦 の 腰 部 に お け る 皮 内 に 穿  
刺 箇 所 を 形 成 す る 。 そ し て 、 前 記 内 腔 か ら 前 記 穿 刺 箇 所 に 前 記 液 体 を 注 入 す る こ と に よ っ  
て 子 宮 収 縮 に よ り 刺 激 さ れ る 神 経 よ り も 伝 導 速 度 の 速 い 神 経 に 刺 激 を 付 与 す る 。 ま た 、 本  
発 明 は 上 記 疼 痛 軽 減 方 法 に 用 い ら れ る 液 体 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 は 上 記 内 腔 に 液 体 が 予 め  
充 填 さ れ た 医 療 器 具 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 、 疼 痛 軽 減 方 法 に 用 い ら れ る 液 体 及 び 医 療 器 具 に よ れ ば 、 医 療  
器 具 の 内 腔 か ら 妊 婦 の 腰 部 に お け る 皮 内 に 液 体 を 注 入 す る こ と に よ っ て 、 硬 膜 外 麻 酔 に よ  
ら ず に 分 娩 時 に お け る 妊 婦 の 腰 部 の 痛 み を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 に 用 い ら れ る 医 療 器 具 を 分 解 し て 示 す 正  
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 医 療 器 具 に お け る 穿 刺 部 の 先 端 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 医 療 器 具 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 医 療 器 具 に よ っ て 穿 刺 さ れ る 人 体 の 穿 刺 箇 所 を 示 す 腰 部 付 近 の 図 で あ  
る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に お け る シ リ ン ジ 本 体 の 変 形 例 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
以 下 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 一  
実 施 形 態 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 に 用 い ら れ る 医 療 器 具 １ ０ ０ を 分 解 し て 示 す 正 面 図 で あ る 。  
図 ２ は 、 図 １ に 示 す 医 療 器 具 １ ０ ０ の 穿 刺 部 の 先 端 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。 図 ３ は 図 １ に 示  
す 医 療 器 具 １ ０ ０ の 部 分 断 面 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 は 、 自 然 分 娩 等 に  
よ っ て 出 産 を 行 う 妊 婦 の 腰 痛 等 を 軽 減 す る た め に 用 い ら れ る 。 ま ず 、 疼 痛 軽 減 方 法 の 説 明  
に あ た り 、 本 実 施 形 態 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 に 用 い ら れ る 医 療 器 具 １ ０ ０ に つ い て 説 明 す る  
。
【 ０ ０ １ １ 】
（ 医 療 器 具 ）
医 療 器 具 １ ０ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に シ リ ン ジ 本 体 １ ０ と 、 注 射 針 組 立 体 ２ ０ と 、 を 有 す  
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
シ リ ン ジ 本 体 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 押 し 子 １ １ と 、 外 筒 １ ２ と 、 ロ ッ ク 機 構 １ ６ と 、  
筒 先 １ ７ と 、 キ ャ ッ プ １ ８ と 、 を 備 え る 。 押 し 子 １ １ は 、 内 腔 １ ４ に 充 填 さ れ た 液 体 を 後  
述 す る 注 射 針 ２ ７ に 向 け て 押 出 す よ う に 構 成 し て い る 。 内 腔 １ ４ は 外 筒 １ ２ の 内 部 に 設 け  
る よ う に 構 成 し て い る 。 押 し 子 １ １ は 、 外 筒 １ ２ の 内 腔 １ ４ に 挿 入 可 能 に 構 成 し て い る 。  
押 し 子 １ １ は 、 先 端 に ゴ ム 等 に よ っ て 形 成 さ れ た ガ ス ケ ッ ト １ ３ が 取 り 付 け ら れ 、 ガ ス ケ  
ッ ト １ ３ と と も に 外 筒 １ ２ の 内 腔 １ ４ に 挿 入 可 能 に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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押 し 子 １ １ の 基 端 は 、 図 １ に 示 す よ う に 外 筒 １ ２ か ら 露 出 す る よ う に 構 成 し て い る 。 外 筒  
１ ２ の 内 腔 １ ４ に は 、 滅 菌 さ れ た 蒸 留 水 １ ５ が 使 用 前 に 予 め 液 密 に 封 入 さ れ る よ う に 構 成  
し て い る 。 滅 菌 さ れ た 蒸 留 水 １ ５ は 、 本 明 細 書 に お い て 妊 婦 の 腰 部 に お け る 皮 内 に 注 入 （  
投 与 ） さ れ る 液 体 に 相 当 す る 。 本 明 細 書 に お け る 「 液 体 」 と は 、 硬 膜 外 麻 酔 の よ う に 麻 酔  
科 医 で な く て も 出 産 時 に 妊 婦 へ の 投 与 が 可 能 な も の を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 実 施 形 態 に お い て 滅 菌 し た 蒸 留 水 １ ５ は 、 蒸 留 水 に 滅 菌 処 理 を 施 し て い れ ば 特 に 限 定 さ  
れ な い が 、 例 示 す れ ば 逆 浸 透 圧 法 と 蒸 留 法 に よ り 製 造 し た も の や 、 蒸 留 水 を 高 圧 蒸 気 滅 菌  
し た も の 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 筒 先 １ ７ は 、 外 筒 １ ２ か ら 延 在 し て お り 、 図 ３ に 示 す  
よ う に 内 部 に 基 端 側 よ り も 径 を 小 さ く 構 成 し た 内 腔 １ ４ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ロ ッ ク 機 構 １ ６ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 に お い て キ ャ ッ プ １ ８ と 螺 合 可 能 な 雌 ね  
じ に よ っ て 構 成 し て い る 。 キ ャ ッ プ １ ８ に は 雄 ね じ が 設 け ら れ 、 キ ャ ッ プ １ ８ の 雄 ね じ と  
ロ ッ ク 機 構 １ ６ に 係 る 雌 ね じ と を 螺 合 さ せ る こ と に よ っ て 内 腔 １ ４ に 収 容 さ れ た 蒸 留 水 １  
５ が 封 止 さ れ る よ う に 構 成 し て い る 。
注 射 針 組 立 体 ２ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 係 合 筒 ２ ２ と 、 弾 性 体 ２ ３ と 、 針 ハ ブ ２ ４ と 、 安  
定 部 ２ ６ と 、 注 射 針 ２ ７ （ 穿 刺 部 に 相 当 ） と 、 を 備 え る 。 係 合 筒 ２ ２ は 、 図 ３ に 示 す よ う  
に ロ ッ ク 機 構 １ ６ に 係 る 雌 ね じ と 螺 合 可 能 な 雄 ね じ を 外 周 面 に 設 け て い る 。 針 ハ ブ ２ ４ は  
、 注 射 針 組 立 体 ２ ０ の 先 端 に お い て 注 射 針 ２ ７ を 保 持 す る よ う に 構 成 し て い る 。
弾 性 体 ２ ３ は 、 図 ３ に 示 す よ う に ロ ッ ク 機 構 １ ６ と 係 合 筒 ２ ２ と が 係 合 す る こ と に よ っ て  
筒 先 １ ７ 及 び 針 ハ ブ ２ ４ の 間 に 設 け ら れ た 隙 間 を 埋 め る よ う に 構 成 し て い る 。 注 射 針 ２ ７  
は 、 針 先 か ら 針 基 端 に 連 通 す る 針 穴 が 設 け ら れ 、 針 先 に 刃 面 を 備 え た 針 管 を 設 け て い る 。  
注 射 針 ２ ７ は 、 針 ハ ブ ２ ４ の 調 整 部 ２ ５ か ら 突 出 す る よ う に 構 成 し て い る 。 安 定 部 ２ ６ は  
、 針 ハ ブ ２ ４ の 針 先 に お い て 中 空 の 筒 状 に 形 成 し 、 調 整 部 ２ ５ を 径 方 向 外 方 か ら 包 囲 す る  
よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ に 示 す よ う に 注 射 針 ２ ７ の 針 先 か ら 調 整 部 ２ ５ の 針 先 側 端 面 ま で の 長 さ Ｌ １ は 、 最 長  
で ２ ｍ ｍ 程 度 で あ り 、 針 胴 長 Ｌ ２ は 最 短 で １ ｍ ｍ 程 度 で 、 ２ ６ ～ ２ ５ ゲ ー ジ （ 直 径 ０ ． ４  
５ ～ ０ ． １ ５ ｍ ｍ に 相 当 ） と な る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
注 射 針 組 立 体 ２ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 使 用 直 前 ま で 一 体 に 構 成 さ れ た 包 装 容 器 ２ １ ｂ と  
包 装 蓋 ２ １ ａ に よ っ て 包 囲 さ れ 、 包 装 蓋 ２ １ ａ を 包 装 容 器 ２ １ ｂ か ら 剥 離 し て 分 離 す る こ  
と に よ っ て 取 り 出 し 可 能 に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
医 療 器 具 １ ０ ０ を 構 成 す る 部 材 の 材 料 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 示 す れ ば 以 下 の よ う に な  
る 。 外 筒 １ ２ 、 ロ ッ ク 機 構 １ ６ 、 筒 先 １ ７ 、 係 合 筒 ２ ２ 、 針 ハ ブ ２ ４ 、 調 整 部 ２ ５ 及 び 安  
定 部 ２ ６ は ポ リ プ レ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 、 シ ク ロ オ レ フ ィ ン ポ リ マ ー 等 に よ っ て 構 成  
で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ガ ス ケ ッ ト １ ３ 及 び 弾 性 体 ２ ３ に つ い て は 、 天 然 ゴ ム 、 シ リ コ ー ン ゴ ム の よ う な 各 種 ゴ ム  
材 料 や 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 、 ス チ レ ン 系 等 の 各 種 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 、 或 い は そ れ ら の 混  
合 物 等 に よ っ て 構 成 で き る 。 注 射 針 ２ ７ に つ い て は 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ア ル  
ミ ニ ウ ム 合 金 、 チ タ ン 、 チ タ ン 合 金 そ の 他 の 金 属 に よ っ て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 疼 痛 軽 減 方 法 ）
次 に 本 実 施 形 態 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 図 １ に 示 す 医 療 器 具 １ ０ ０  
に よ っ て 穿 刺 さ れ る 人 体 の 穿 刺 箇 所 を 示 す 腰 部 付 近 の （ 背 面 ） 図 で あ る 。 図 ５ は 、 本 発 明  
の 一 実 施 形 態 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 に つ い て 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま ず 、 内 腔 １ ４ に 滅 菌 し た ０ ． １ ｍ ｌ の 蒸 留 水 １ ５ が 予 め 充 填 さ れ た 医 療 器 具 １ ０ ０ を 用  
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意 す る 。 次 に 、 妊 婦 は 医 師 や 助 産 師 の 指 示 を 受 け て 公 知 の 分 娩 台 （ 図 示 省 略 ） に 仰 臥 等 の  
姿 勢 で 横 に な る （ Ｓ Ｔ １ ） 。 そ し て 、 一 時 的 に 背 中 の 中 で も 穿 刺 箇 所 Ｐ １ ～ Ｐ ４ で あ る 腰  
部 付 近 が 医 師 に 対 し て 対 向 す る よ う に 姿 勢 を 変 え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 医 師 は 包 装 蓋 ２ １ ａ を 包 装 容 器 ２ １ ｂ か ら 剥 離 し て 分 離 し 、 包 装 容 器 ２ １ ｂ か ら 注  
射 針 組 立 体 ２ ０ を 取 り 出 す 。 そ し て 、 シ リ ン ジ 本 体 １ ０ の キ ャ ッ プ １ ８ を 筒 先 １ ７ か ら 取  
り 外 し 、 筒 先 １ ７ に 注 射 針 組 立 体 ２ ０ の 係 合 筒 ２ ２ の 雄 ね じ と ロ ッ ク 機 構 １ ６ の 雌 ね じ と  
を 螺 合 す る 。 こ れ に よ り 、 注 射 針 組 立 体 ２ ０ が シ リ ン ジ 本 体 １ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。 そ し  
て 、 筒 先 １ ７ と 針 ハ ブ ２ ４ と の 間 の 隙 間 が 弾 性 体 ２ ３ の 弾 性 変 形 に よ っ て 隙 間 な く 埋 め ら  
れ 、 液 密 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 医 師 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 注 射 針 組 立 体 ２ ０ の 注 射 針 ２ ７ の 針 先 を 穿 刺 部 位 で あ る  
腰 部 付 近 の 穿 刺 箇 所 Ｐ １ ～ Ｐ ４ に 向 け る 。 次 に 、 医 師 は 、 妊 婦 の 腰 部 付 近 と 対 向 し た 状 態  
に お い て 医 療 器 具 １ ０ ０ を 用 い て 滅 菌 し た 蒸 留 水 １ ５ を 略 ０ ． １ ｍ ｌ 、 妊 婦 の 脊 柱 上 を 除  
く 左 右 ２ 箇 所 、 計 ４ 箇 所 （ 図 ４ の 穿 刺 箇 所 Ｐ １ ～ Ｐ ４ 参 照 ） に 皮 内 投 与 （ 注 入 ） す る （ Ｓ  
Ｔ ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 医 師 等 は 、 医 療 器 具 １ ０ ０ を 注 射 針 ２ ７ が 皮 膚 ３ ０ に 対 し て 垂 直 と な る よ う に 押 し  
付 け る 。 こ れ に よ り 、 注 射 針 ２ ７ の 針 先 が 皮 膚 ３ ０ に 穿 刺 さ れ る 。 そ れ と と も に 安 定 部 ２  
６ が 皮 膚 ３ ０ の 皮 膚 表 皮 ３ ３ を 押 し 当 て 、 調 整 部 ２ ５ が 皮 膚 表 皮 ３ ３ に 接 触 す る 結 果 、 調  
整 部 ２ ５ と 安 定 部 ２ ６ に よ っ て 皮 膚 表 皮 ３ ３ の 表 面 が 引 っ 張 ら れ 、 針 ハ ブ ２ ４ に よ っ て 医  
療 器 具 １ ０ ０ が 穿 刺 箇 所 に 対 し て 固 定 （ 安 定 化 ） さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
注 射 針 ２ ７ は 、 針 先 の 鋭 利 な 刃 面 に よ っ て 皮 膚 表 皮 ３ ３ を 貫 通 し 、 刃 面 の 針 穴 の 開 口 が 丁  
度 皮 膚 上 層 部 の 皮 内 ３ ２ の う ち 、 皮 膚 表 皮 ３ ３ の 表 面 か ら １ ～ ４ ｍ ｍ の 比 較 的 浅 い 皮 内 標  
的 部 位 に 達 す る が 、 皮 下 組 織 ３ １ に は 達 し な い 位 置 と な る 。 こ の 状 態 で 押 し 子 １ １ を 押 し  
切 っ て 滅 菌 さ れ た 蒸 留 水 １ ５ を 注 入 す る 。 こ れ に よ り 、 皮 膚 表 皮 ３ ３ の 表 面 よ り １ ～ ４ ｍ  
ｍ の 深 さ で あ る 皮 内 ３ ２ へ 滅 菌 さ れ た 蒸 留 水 １ ５ が 到 達 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
蒸 留 水 １ ５ を 投 与 し た 後 は 、 妊 婦 が 分 娩 台 の 上 に お い て 仰 臥 位 と な り 、 左 右 の 大 腿 及 び 下  
腿 を 離 間 す る よ う に 開 い て 分 娩 台 の 足 置 き に 載 せ る 。 そ し て 、 医 師 又 は 助 産 師 の 指 示 に 従  
っ て 、 上 体 を 起 こ す な ど 体 位 を 変 化 さ せ た り 、 い き ん だ り 、 深 呼 吸 し た り し な が ら 、 子 宮  
口 よ り 胎 児 を 分 娩 す る （ Ｓ Ｔ ３ ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 方 法 に お い て 、 腰 部 の 穿 刺 箇 所 Ｐ １ ～ Ｐ ４ の 皮 内 ３ ２ に 蒸 留 水 １ ５ を 投 与 し た 後 は 、 投  
与 部 位 に 一 時 的 に 痛 み を 感 じ る も の の 、 そ の 痛 み は 略 ３ ０ 秒 程 度 ～ 数 分 程 度 で 消 失 し 、 除  
痛 効 果 を 発 現 す る 。 本 実 施 形 態 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 は 、 硬 膜 外 麻 酔 に よ る 方 法 と 比 べ て 除  
痛 効 果 が 早 く 発 現 す る こ と が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 は 、 無 処 置 や マ ッ サ ー ジ 等 と 比 較 し て 有 意 な 除 痛 効  
果 が 期 待 で き る 。 除 痛 の 持 続 時 間 は 最 大 ２ 時 間 程 度 で あ り 、 蒸 留 水 １ ５ の 繰 り 返 し の 投 与  
も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 方 法 に 基 づ く 疼 痛 軽 減 方 法 は 、 い わ ゆ る ゲ ー ト コ ン ト ロ ー ル 理 論 に 基 づ く と 考 え ら れ る  
。 す な わ ち 、 出 産 の 際 の 陣 痛 に お け る 子 宮 収 縮 は 、 内 臓 痛 覚 で あ り 、 Ｃ 神 経 線 維 を 介 す る  
。 Ｃ 神 経 線 維 は 、 比 較 的 細 い 無 髄 神 経 で あ り 、 伝 導 速 度 は 遅 い 。 こ れ に 対 し て 、 よ り 太 く  
伝 導 速 度 の 速 い 神 経 線 維 （ 有 髄 神 経 ） で あ る Ａ β 神 経 線 維 （ 触 覚 ・ 圧 覚 ） や Ａ δ 神 経 線 維  
（ 体 性 痛 覚 ） を 刺 激 す る こ と に よ っ て 内 臓 痛 覚 を 抑 制 す る 。 こ れ に よ り 、 内 臓 痛 覚 で あ る  
子 宮 収 縮 に よ る 痛 み が 緩 和 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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疼 痛 軽 減 （ 除 痛 ） 効 果 を 得 る た め に は 皮 膚 に 存 在 す る 神 経 を 刺 激 す る 必 要 が あ る 。 こ の よ  
う な 神 経 は 、 皮 下 組 織 よ り も 皮 膚 （ 主 に 真 皮 層 ） に 多 く 分 布 し て い る 。 ま た 、 こ の よ う な  
刺 激 は 、 薬 剤 の 投 与 量 （ 物 理 的 な 皮 膚 の 圧 迫 ） 、 浸 透 圧 （ 痛 み ） 、 温 度 （ 冷 た い 、 熱 い ）  
等 に よ っ て も た ら さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 方 法 に よ れ ば 、 妊 婦 は い き む こ と も 可 能 で あ る 。 本 発 明 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 に よ れ ば 、  
妊 婦 の 意 識 に 影 響 を 与 え ず 、 行 動 を 制 限 す る こ と も な い 。 そ の た め 、 蒸 留 水 １ ５ の 注 入 後  
の 分 娩 の 進 行 に 影 響 を 与 え な い よ う に す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 方 法 は 、 滅 菌 し た 蒸 留  
水 １ ５ を 上 述 し た 箇 所 に 皮 内 要 与 す る 程 度 で あ り 、 人 手 が 必 要 で あ る の は 投 与 時 程 度 で あ  
る 。 さ ら に 、 硬 膜 外 麻 酔 の よ う に 専 門 知 識 を 備 え た 医 師 で な く て も 処 置 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 本 方 法 は 、 母 子 に 対 し て 安 全 で あ り 、 少 な く と も 子 供 へ の 副 作 用 は な い 。 さ ら に 、  
本 方 法 は 、 硬 膜 外 麻 酔 の よ う な 麻 酔 を 必 要 と せ ず 、 処 置 に 必 要 な 費 用 を 安 く す る こ と が で  
き る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 は 、 ラ マ ー ズ 法 や マ ッ サ ー ジ 、 ア ロ マ テ ラ ピ  
ー 等 の 他 の 疼 痛 軽 減 方 法 と の 併 用 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
以 上 、 説 明 し た よ う に 本 実 施 形 態 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 は 、 内 腔 １ ４ と 注 射 針 ２ ７ と を 備 え  
、 内 腔 １ ４ に 蒸 留 水 １ ５ が 予 め 充 填 さ れ た 医 療 器 具 １ ０ ０ の 注 射 針 ２ ７ を 用 い て 分 娩 中 の  
妊 婦 の 腰 部 に 穿 刺 箇 所 Ｐ １ ～ Ｐ ４ を 形 成 す る 。 そ し て 、 医 療 器 具 １ ０ ０ の 内 腔 １ ４ か ら 穿  
刺 箇 所 Ｐ １ ～ Ｐ ４ の 皮 内 に 滅 菌 さ れ た 蒸 留 水 １ ５ を 注 入 （ 投 与 ） す る 。 こ れ に よ り 、 子 宮  
収 縮 に よ り 刺 激 さ れ る 神 経 よ り も 伝 導 速 度 の 速 い 神 経 に 刺 激 が 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 方 法 以 外 に 出 産 時 の 妊 婦 の 子 宮 収 縮 に よ る 痛 み を 軽 減 す る 方 法 に は 硬 膜 外 麻 酔 が あ る 。  
硬 膜 外 麻 酔 に よ る 疼 痛 軽 減 効 果 は 高 く 、 母 体 の 意 識 も 明 瞭 で 、 麻 酔 が 胎 児 に 影 響 す る こ と  
は な く 、 そ の ま ま 帝 王 切 開 な ど も で き る と 言 わ れ て い る 。 た だ し 、 硬 膜 外 麻 酔 は 、 い き み  
に く く な り 、 場 合 に よ っ て は 発 熱 や 低 血 圧 と な り 、 麻 酔 薬 中 毒 等 の 重 大 な 合 併 症 を 引 き 起  
こ し 、 最 悪 の 場 合 に は 死 亡 に 至 る 可 能 性 も あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
そ の た め 、 硬 膜 外 麻 酔 を 実 施 す る に は 麻 酔 薬 の 厳 格 な 管 理 が 要 求 さ れ た り 、 専 門 知 識 を 有  
す る 麻 酔 科 医 が 必 要 と さ れ 、 さ ら に 緊 急 時 に 対 応 可 能 な 施 設 体 制 も 必 要 と さ れ る 。 日 本 で  
は 上 述 の よ う に 麻 酔 科 医 が 十 分 い る と は 言 い 難 く 、 硬 膜 外 麻 酔 に 伴 う 夫 婦 の 費 用 負 担 も 軽  
い と は 言 い 難 い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 で は 、 妊 婦 の 腰 部 に 穿 刺 箇 所 Ｐ １ ～
４ を 形 成 し て 滅 菌 し た 蒸 留 水 １ ５ を 投 与 す る 程 度 で あ り 、 硬 膜 外 麻 酔 に 比 べ て 簡 便 に 手 技  
を 実 施 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 方 法 に よ る 除 痛 効 果 は 、 投 与 後 略 ３ ０ 秒 程 度 で 発 現 し  
、 最 大 で ２ 時 間 程 度 持 続 し 、 繰 り 返 し の 蒸 留 水 投 与 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
さ ら に 麻 酔 科 医 も 不 要 で 、 ラ マ ー ズ 法 や マ ッ サ ー ジ 、 及 び ア ロ マ テ ラ ピ ー 等 の 他 の 疼 痛 軽  
減 方 法 と の 併 用 も 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 方 法 に よ れ ば 、 投 与 後 に 妊 婦 の 意 識 に も 影 響 を 与  
え ず 、 行 動 を 制 限 す る こ と も な く 、 自 然 分 娩 が 可 能 と な り 、 そ の 後 の 分 娩 の 進 展 に も 影 響  
を 与 え な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 本 方 法 で は 妊 婦 の 腰 部 の 皮 内 ３ ２ に 穿 刺 箇 所 Ｐ １ ～ Ｐ ４ を 形 成 す る こ と に よ っ て 出  
産 時 の 子 宮 収 縮 に よ る 痛 み を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 医 療 器 具 １ ０ ０ の 内 腔 １ ４ に は 滅 菌 さ れ た 蒸 留 水 １ ５ が 使 用 前 に 予 め 充 填 す る よ う  
に 構 成 し て い る 。 そ の た め 、 手 技 の 際 に 内 腔 １ ４ に 蒸 留 水 １ ５ を 充 填 す る 作 業 と 充 填 作 業  
に か か る 時 間 が 不 要 に な る 。 そ の た め 、 医 師 等 の 作 業 者 の 作 業 性 を 向 上 さ せ る と と も に 、  
出 産 時 に 生 じ る 妊 婦 の 痛 み を 速 や か に 軽 減 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 に よ れ ば 、 妊 婦 の 腰 部 の 穿 刺 箇 所 Ｐ １ ～ Ｐ ４ に は 滅  
菌 さ れ た 蒸 留 水 １ ５ を 注 入 し て い る 。 滅 菌 蒸 留 水 の 取 り 扱 い に は 硬 膜 外 麻 酔 の よ う な 麻 酔  
科 医 が 不 要 と 考 え ら れ る た め 、 硬 膜 外 麻 酔 に 比 べ て 専 門 知 識 や 経 験 豊 富 な 麻 酔 科 医 の い な  
い 医 療 機 関 で あ っ て も 本 実 施 形 態 に 係 る 疼 痛 軽 減 方 法 を 実 施 す る こ と が で き る 。 ま た 、 滅  
菌 さ れ た 蒸 留 水 １ ５ は 硬 膜 外 麻 酔 に 用 い ら れ る 麻 酔 よ り も 安 価 で あ る た め 、 出 産 時 の 子 宮  
収 縮 に 伴 う 疼 痛 軽 減 を 望 む 妊 婦 へ の 経 済 的 な 負 担 を 軽 減 す る こ と に も 寄 与 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 本 方 法 に よ れ ば 、 上 記 医 療 器 具 に 滅 菌 し た 蒸 留 水 １ ５ を 用 い る こ と に よ っ て 出 産 時  
の 子 宮 収 縮 に 伴 う 妊 婦 の 疼 痛 軽 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 内 腔 １ ４ に 予 め 滅 菌 さ れ た 蒸 留 水 １ ５ を 充 填 し た 医 療 器 具 １  
０ ０ を 用 い る こ と に よ っ て 、 出 産 時 に 妊 婦 に 生 じ る 腰 部 の 痛 み を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
な お 、 本 発 明 は 上 述 し た 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更  
が 可 能 で あ る 。 上 記 で は 自 然 分 娩 に お け る 妊 婦 の 痛 み を 軽 減 す る 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し  
た が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 上 記 以 外 に も 硬 膜 外 麻 酔 を 用 い な け れ ば 、 妊 婦 に 陣 痛 促 進 剤  
等 を 投 与 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 蒸 留 水 １ ５ を 穿 刺 箇 所 Ｐ １ ～ Ｐ ４ に 注 入 す る 際 に は 生 体 と 浸 透 圧 と の 差 に よ っ て 、  
蒸 留 水 １ ５ の 注 入 時 に 妊 婦 は 若 干 の 痛 み を 一 時 的 に 感 じ る 。 そ の た め 、 蒸 留 水 １ ５ の 代 わ  
り と し て 、 滅 菌 さ れ た 蒸 留 水 に 生 理 食 塩 水 等 を 加 え て も よ い 。 こ れ に よ り 、 浸 透 圧 に よ る  
刺 激 を 下 げ つ つ 、 上 述 し た 疼 痛 軽 減 （ 除 痛 ） 効 果 を 維 持 す る こ と が 期 待 で き る 。 ま た 、 妊  
婦 の 腰 部 に お け る 穿 刺 箇 所 Ｐ １ ～ Ｐ ４ に 注 入 す る 液 体 は 、 麻 酔 科 医 以 外 の 者 で も 注 入 が 可  
能 で あ れ ば 、 滅 菌 蒸 留 水 以 外 の 液 体 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 ６ は 、 図 １ に お け る 医 療 器 具 １ ０ ０ の シ リ ン ジ 本 体 １ ０ の 変 形 例 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ  
る 。 上 記 で は 医 療 器 具 １ ０ ０ が 押 し 子 １ １ や 外 筒 １ ２ を 備 え る シ リ ン ジ 本 体 １ ０ を 有 す る  
と 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 上 記 以 外 に も 図 ６ に 示 す よ う に 医 療 器 具 １ ０ ０ ａ の  
シ リ ン ジ 本 体 １ ０ ａ は 、 押 し 子 １ １ ａ の 外 側 面 に 長 手 方 向 に 複 数 の 凸 部 等 の 複 数 の 係 合 部  
１ １ ｂ を 設 け 、 外 筒 １ ２ ａ の 内 表 面 に は 複 数 の 係 合 部 １ １ ｂ と 係 合 す る 複 数 の 被 係 合 部 １  
２ ｂ を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
複 数 の 係 合 部 １ １ ｂ は 、 複 数 の 被 係 合 部 １ ２ ｂ と 共 に 、 外 筒 １ ２ ａ に 対 し て 蒸 留 水 １ ５ を  
押 し 出 す 移 動 量 を 段 階 的 に 規 制 す る ス ト ッ パ ー の よ う に 機 能 す る 。 複 数 の 被 係 合 部 １ ２ ｂ  
は 、 内 腔 １ ４ を 設 け た 外 筒 １ ２ ａ の 内 側 に 設 け ら れ る 。 上 記 の よ う に 蒸 留 水 １ ５ は 、 腰 部  
の 皮 内 に お い て 穿 刺 箇 所 Ｐ １ ～ Ｐ ４ に 注 入 さ れ る 。 仮 に 、 一 箇 所 に つ き 医 療 器 具 を １ つ 使  
用 す れ ば 、 穿 刺 箇 所 Ｐ １ ～ Ｐ ４ に 穿 刺 す る た め に は 医 療 器 具 が ４ 本 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
こ れ に つ い て 、 複 数 の 係 合 部 １ １ ｂ と 複 数 の 被 係 合 部 １ ２ ｂ を 用 い て 押 し 子 １ １ ａ を 移 動  
さ せ れ ば 、 押 し 子 １ １ ａ を 注 射 針 ２ ７ に 向 け て 移 動 さ せ て も 係 合 部 １ １ ｂ が １ つ 隣 り 合 う  
被 係 合 部 １ ２ ｂ と 係 合 し て 移 動 が 一 旦 停 止 す る 。 医 師 等 の 医 療 器 具 １ ０ ０ ａ の 使 用 者 は 、  
係 合 部 １ １ ｂ が 隣 接 す る 被 係 合 部 １ ２ ｂ と 係 合 し た こ と を 手 の 感 覚 （ 触 覚 ） に よ っ て 認 識  
（ 認 知 ） で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ れ に よ り 、 一 本 の 医 療 器 具 に て 複 数 の 穿 刺 箇 所 に 蒸 留 水 １ ５ を 注 入 で き る 。 そ の た め 、  
穿 刺 箇 所 Ｐ １ ～ Ｐ ４ へ の 蒸 留 水 注 入 に 必 要 な 医 療 器 具 を 減 ら し 、 保 管 ス ペ ー ス や 廃 棄 物 を  
削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 一 本 の 医 療 器 具 に よ り 、 複 数 の 穿 刺 箇 所 へ 連 続 投 与 す る こ  
と が で き 、 こ れ に よ り 手 技 の 時 間 短 縮 等 も 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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な お 、 図 ６ で は テ ー パ ー 形 状 を 備 え た 係 合 部 １ １ ｂ と 被 係 合 部 １ ２ ｂ を ３ つ 設 け て い る 。  
た だ し 、 隣 接 す る 被 係 合 部 と 係 合 す る こ と に よ っ て 係 合 部 の 注 射 針 に 向 け て の 移 動 量 が 規  
制 で き れ ば 、 係 合 部 及 び 被 係 合 部 の 形 状 や 数 は 図 ６ に 限 定 さ れ な い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
１ ０ ０ 、 １ ０ ０ ａ   医 療 器 具 、
１ ０   シ リ ン ジ 本 体 、
１ １ 、 １ １ ａ   押 し 子 、
１ １ ｂ   係 合 部 、
１ ２ 、 １ ２ ａ   外 筒 、
１ ２ ｂ   被 係 合 部 、
１ ４   内 腔 、
１ ５   蒸 留 水 （ 液 体 ） 、
２ ０   注 射 針 組 立 体 、
２ ７   注 射 針 （ 穿 刺 部 ） 、
３ ２   皮 内 、
Ｐ １ ～ Ｐ ４   穿 刺 箇 所 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】



10

20

30

40

50

JP 2022-16725 A 2022.1.25(9)

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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